
 

活動名：小野中学校トレ－ニングマッチ 

日 程：令和７年１１月２３日（日） 

会 場：小野中学校 

参 加：中学生 １４名 

帯 同：熊坂コーチ 

サポート：大森コーチ・横山コ－チ 

 

 

報告（熊坂） 

テーマ 

   １対１で攻守で負けないように対応すること。 

   ゴールを意識して積極的にプレ－すること。 

連携を高められるように仲間の特徴を理解し、声を掛け合ってプレ－すること。 

   スポ－ツなので勝利を目指して全力でやりきること。 

仲間とのコミュニケーションを大切にすること。 

 

良かったところ 

   個人の突破による得点が多数あり、スキルが高いなと感じました。 

   また多少強引な突破もありフィジカルの高さも感じることが出来ました。 

 

   ショ－トパスを繋いでの崩しやＤＦの裏を狙うパス等もあり、ドリブルだけの単調

な攻撃にならず良かったです。完全ではありませんがパスのイメ－ジを共有できて

いたところも良かったです。 

    

   守備の連係に不安がありましたが、前線の選手からプレスをかけて、それに反応し

て中盤の選手とＤＦ陣が連動して動けていて良かったです。またＤＦで声を掛け合

いラインコントロ－ルやカバ－リングが出来ており、安定していました。 

   守備だけではなくサイドバックの攻撃参加もあり、攻撃に厚みが持てたことも良か

ったです。 

    

   得意なポジションばかりではなく、普段やっていないポジションも経験してもらい

ましたが、危なげなく対応出来ているところもありユーティリティ－性があること

も分かりました。 

 

初めての対外試合で心配な面もありましたが、試合に入れば楽しみながらも一生懸命

なプレ－を見ることが出来てとても良かったです。朝、仲間の名前は全員知っている

よね？の質問した時のみんなの反応には不安しかありませんでしたが・・・いい加減、

仲間の名前ぐらいは憶えて下さい！私の名前すら怪しい人もいるのか？？ 

    



４月からの活動でお互いの特徴をしてくれていて嬉しく思いました。 

   また練習会では淡々とプレ－しているので大丈夫か？とも思っていましたが、今回

のトレ－ニングマッチで皆がサッカ－が好きなことが伝わってきましたし、負けず

嫌いなんだと知ることも出来て良かったです。 

    

 対外試合でしか経験出来ないこともあるので今後もこういった機会を設けるように

していきたいと思います。 

 

  課題 

   細かいところはありますが、選手達が試合を出来たこと、ご父兄の皆さんも楽しく

観戦して頂けていたようでしたので、今回は特になしとします。 

       

  出来事 

   ある選手へ得点するように課題を出した時に、他の選手へは何も指示をしなかった

のですが自然とボールを集めてくれて後押ししてくれました。 

この時の一致団結が妙に凄かったです.。 

美談に聞こえますが、得点出来なければゲーム１日禁止という条件を出していまし

た。ゲームをやりたい一心で頑張る本人、それに協力する仲間達。 

美談・・・か？？ 

  

 こんな微笑ましい光景を見る事が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


